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概要 
「やり方ばかりではなく、意味を大切にした授業を」という言回しが古典的であると指摘

したのは、J.Hibert[1986]である。認知心理学的立場、特に概念的知識・手続き的知識とい

う知識二類型からすれば、やり方と意味は、相互に関係付けられ発展していく性格を備え

た知識であるからである。本稿は、彼の知識二類型とその相互作用という考えを基盤に、

学習過程における子どもの意味理解の深化に伴う課題を知ることを目的としている。本稿

では、目的に対して、次の考察を行なう。課題１；知識二類型から子どもの理解状態を記

述する枠組みを設定する。課題２；具体的な学習指導過程「小数割算余り処理」での子ど

もの理解の変容をその枠組みで記述する。課題３；その記述により、意味理解を深める授

業の課題を明らかにする。 
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